
ふ れ る ・  

　 　 ま と う ・  

　 　 　 　 　 き く

作品に触れてみること、自分ではない立場をまとって

みること、他者のみたことを聴いてみること、それら

を通して、自分が纏っていた視点が照らし返されるよ

うな、対話的に「みる」ためのワークショップ。自分

ではない視点に成りながら作品の鑑賞を行うことで、

「見ること」を捉えなおすこころみ。

●ワークショップ日時 

　10/13(日),20(日) 

　13:00-14:00 

　各回定員　5名 

　　　　　◀  予約

岡本高幸展示　『本当にそのカタチなのか確かめようがない』　関連ワークショップ 
企画・ファシリテーション　中村心音


